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●直近の宿泊者数の推移 

近年、ホテルや旅館の宿泊需要は、堅調に推移しているとの見方が一般的である。特に、インバウン

ドの増加が追い風となっており、都市部を中心に好調な動きがみられる。 

宿泊需要が堅調に推移していること自体は明るいニュースである

が、国内客とインバウンドに分けると、やや懸念すべき動きがみられ

る。というのも、全国的には国内客による延べ宿泊者数が前年を下回

って推移している（図表 1）。前年を下回る動きは 2016年ごろから断

続的に続いているが、そもそも消費全体が鈍い状況であるため、旅行

などもその影響を受けざるを得ない。つまり、現状は決して宿泊需要

全体が好調というわけではないのである。 

 

●好調なインバウンドの裏側で、不調が続く国内客 

直近の状況を言い換えれば、インバウンドの好調が国内客の鈍さを

覆い隠す形となっている。仮にここでインバウンドの需要が悪化すれ

ば、一気に宿泊者数全体がマイナスに転じることもあり得る。その時

点で、国内需要の鈍さが改めて露呈することになろう。 

インバウンド市場自体は、2018 年に入っても好調に推移している

ことから、現時点で大きな懸念はないものの、そのリスクについては

注意が必要といえよう。 

 

●都市部では国内客も堅調な推移 

 一方、東京や大阪といった都市部については、少し状況が異なる。

足元も国内客による需要には一定の増加がみられるなど、決して悪く

はない（図表 2、3）。かといって、今後の推移を楽観視することもで

きない。需要に占めるインバウンドの割合の高さを考えると、インバ

ウンドが前年割れとなった際のインパクトはその分だけ大きくなる

からである。 

2017 年の平均でいえば、東京の宿泊客全体に占めるインバウンド

の比率は 33％、大阪は 36％と、全国の 16％を大きく上回る（図表 4）。

足元では国内客が増えているとはいえ、増勢はそこまで強くない。イ

ンバウンドが減少に転じれば、全体への影響も避けられない状況とい

えよう。 
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（出所）観光庁「宿泊旅行統計調査」、以下の図表も同様

※延べ宿泊者数の推移
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